
 

平成３１年１月２８日 

報道機関各位 

                             熊 本 大 学 

学術講演会「熊本地震の復興に貢献する 

熊本大学の学術研究」の開催について 
 

この度、日本学術会議九州・沖縄地区会議主催 学術講演会「熊本地震の復興に貢献する

熊本大学の学術研究」を熊本大学の共催で、下記のとおり開催いたします。 

熊本は、「平成２８年熊本地震」により、人的、物的ともに甚大な被害を受けました。

この震災からの復興にあたり、熊本大学は地域に根ざす国立大学として、これまで集積し

てきた教育研究資源を活用し早期の熊本復興に貢献することを目的に、平成２８年６月に

「熊本復興支援プロジェクト」を立ち上げました。 

今回は本プロジェクトの中から、「被災文化財のレスキュー事業」、「熊本城の石垣復

旧事業」、「益城町復興まちづくり支援事業」について、熊本の復興に果たした本学の学

術的貢献を紹介します。 

広く一般の方へお知らせいただくとともに、当日の取材方、よろしくお願いいたします。 

 

記 

 

【日  時】平成３１年２月２７日（水）１４：００～１６：２０ 

【場  所】熊本大学工学部百周年記念館（熊本市中央区黒髪２丁目３９番１号） 

【対  象】一般の方（興味がある方はどなたでも） 

【参 加 費】無料 

※事前申込は不要です。 

 

※詳しくは別紙チラシまたはホームページをご覧ください。 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/event/kenkyu/20190227 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

熊本大学 研究・産学連携部 研究推進課 

担当：総務企画担当 

TEL：096-342-3146 

 

国立大学法人熊本大学 



学術講演会

日 本 学 術 会 議
九州・沖縄地区会議主催

熊本地震の復興に貢献する
熊本大学の学術研究

熊本は、平成２８年４月に最大震度７を２度観測する地震
が発生し、人的、物的ともに甚大な被害を受けました。

この震災からの復興にあたり、熊本大学は地域に根ざす国
立大学として、これまで集積してきた教育研究資源を活用し
早期の熊本復興に貢献することを目的に、平成２８年６月に
「熊本復興支援プロジェクト」を立ち上げました。

本プロジェクトの中から、被災文化財のレスキュー事業、
熊本城の石垣復旧事業、益城町復興まちづくり支援事業につ
いて、熊本の復興に果たした本学の学術的貢献を紹介します。

2 27月 日 水

14:00～16:20

熊本大学工学部百周年記念館
熊本市中央区黒髪2-39-1

14:00～14:10 開会挨拶

武内和彦（日本学術会議副会長）

原田信志（熊本大学学長）

14:10～16:15 講演

１．永青文庫細川家史料と地域史料

稲葉継陽（熊本大学永青文庫研究センター 教授）

－文化財レスキュー事業の経験から－

２．画像処理を用いた石垣照合システムによる

上瀧剛（熊本大学大学院先端科学研究部(工学系) 准教授）

熊本城復興支援

３．益城町の復興まちづくりを支援する実践的研究

円山琢也（熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター准教授）

16:15～16:20 閉会挨拶

君塚信夫（九州・沖縄地区会議代表幹事、
九州大学大学院工学研究院教授）

司会：慶田 勝彦（熊本大学大学院人文社会科学研究部 教授）2019年

お問い合わせ先 熊本大学 研究・産学連携部 研究推進課

主催：日本学術会議九州・沖縄地区会議
共催：熊本大学
後援：公益財団法人日本学術協力財団、

熊本県、熊本市

TEL. 096-342-3146,3302

入場無料

どなたもご参加
できます

申込不要

場所

い な ば つぐはる

こうたき ごう

まるやま たくや


